
1 
 

平成３１年 ５月３１日 

 

「長府東部地区まちづくり協議会 運営委員会」（第１回）議事録（要旨） 

 

長府東部地区まちづくり協議会 

会 長 友松 弘幸 

日時  ：平成３１年 ４月１６日（火） 19：00（午後７時）～２０：24 

会場  ：長府東公民館 ２F 第１研修室 

出席役員：役員 21名中 １8名＋サポート職員（敬称略） 

友松、岡田、村瀬、平山、菅原、岡村、白澤、金子、森下、牛島、鬼頭、宇内、

北村、小林、中野、佐藤、白木、田中、竹下、地域サポ職員大賀主任（浦岡、

橋本） 

次第 

１ あいさつ 

２ 議題 

  （１） 新役員（案）の紹介 

     菅原様、浦岡様、平山様、田中様 

（２） 平成３１年度通常総会について・・・事務局 

     ・日時：平成３１年４月２１日（日） 9：30～10：30 

     ・平成３０年度 活動報告 

     ・平成３１年度 事業計画（地域力アップ事業申請）、収支予算（案） 

  （３） 平成３１年度 部会事業計画について 

     ・各部会事業計画、予算・・・各部会長 

（４） 記念講演「陽信孝氏」講演について 

   ・日時：平成３１年４月２１日（日） 10：45～12：15 

   ・会場：長府東公民館 ３F 講堂（通常総会終了後） 

（５） 自主防災組織 2019年度 

（６） その他 

 

３ 次回（第２回）の開催について 

   日時：令和元年 ５月２８日（火） １９：００（午後７時）～２０：３０ 

   会場：長府東公民館 ２F第１研修室 

 

◆ 配布資料 

  〇「長府東部地区まち協運営委員会」（第１回）次第・・・事務局 

  ・長府東部地区まちづくり協議会運営委員（案） 

  ・長府東部地区まちづくり協議会運営委員 住所録 

  ・長府東部地区まちづくり協議会運営委員 電話・メール 

  ・平成 30年度事業実績書 

  ・平成３０年度活動事業実績書 

  ・【活動事業】認知症にやさしいまちづくり収支決算書 

  ・【活動事業】まちづくり計画策定事業収支決算書 
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  ・平成３１年度予算計画書（案） 

  ・地域力アップ事業『災害弱者安心プランの作成』申請書（案） 

  ・2019年度 長府東部地区まち協 年間行事予定 

  〇通常総会次第 

〇自主防災組織 

 

１ あいさつ・・・友松会長 

  ・平成も今月で終わり、令和元年へ新たな出発となる。今年度から新しい体制で始ま

る。平成３０年度は素晴らし活動を果たし、特小林緑さんを中心とした「認知症に

やさしいまちづくり」は大きな反響を浴び、大きな成果を得た。自主防災組織の活

動も長府東部地区を代表する事業となる。令和元年においても皆さんと結束し成果

を挙げるよう頑張っていきたい。 

 議事内容 

 （１）新役員（案）の紹介 

     副会長平山様、前市議菅原様、前市議浦岡様、長成中 PTA田中様 

     地域サポート室百田主査交代大賀祐氏 

（２） 平成３１年度通常総会について 

     ・３０年度事業実績書 

     ・認知症にやさしいまちづくり事業収支決算書 

     ・まちづくり計画策定事業収支決算書 

 ◆意見 

・牛島：まちづくり計画策定事業は予算額 200,000円に対し、実績 95,281円使い

道の制約があったと思うが如何？ 

・会長：当初から計画的に先進地の調査や計画書冊子に費用を掛ければ良かったが、そ

こまで頭が回らなかったのが実情であった。 

 

    ・平成３１年度予算計画 運営 1,100千円活動 1,428 千円 計 2,528千円 

・地域力アップ事業『災害弱者安心プランの作成』申請書（案）・・事務局 

     申請予算：300,000.円 

小中学校に防災クラブできないか？ 

白澤：主要な事業は？ 

友松：自主防災クラブの先進地や講演会、防災クラブに必要な費用など。 

     災害弱者登録制度の作成・登録費用。防災グッズも可能 

白澤：防災クラブのイメージ、何をどうする？手を挙げる児童？ 

白木：中学校に正式に防災クラブを立ち上げるのは難しい。5～6人の生徒から任意で

防災の勉強を初めては。これから学校と話し合い。 

白澤：防災キャンプ、非常食のイベントは？（実施には事故対策等準備要す。白木） 

牛島：小中学校通学路安全マップづくりを事業の柱に。（保護者の支援が課題。友松） 

菅原：市の要支援者登録制度との棲み分けを。 

友松：市の登録制度に課題が多く登録者は市全体で 40 名強程度。地域でどのような

支援制度ができるかが今回の事業の柱となる。 
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（３） 平成３１年度 部会事業計画について 

１ 自主防災組織・・・白木事務長 

    １）避難訓練 2020年 2月 9日予定（防災マップ作成配布はこれからの課題） 

    ２）避難時要支援者対策の推進（市役所との事前打合せが必要。モデル地域か） 

    ３）防災研修会 2019年 9月 15日予定（毛布・三角巾使用琺、HUG訓練） 

    ４）避難所開設運営事前調整（長成中学校⇒長府小学校） 

    ５）防災倉庫の棚卸と使用訓練 

    ６）防災勉強会 対象：長成中、長府小 

意見； 

宇内：つくろう部会の防犯・防災を込めて 415,000円（地域力アップ事業含む） 

   地域力アップ事業 30万円不採用な場合はマップ印刷減らすか。 

森下：災害種類別に避難所は決まっているか？ 

   白木：土砂災害は小中学校ダメ。東公民館と第二保育園が避難所。 

森下：豪雨の時に四王司、新四王司は避難所まで避難できない。地域で決めねば。 

岡田：今年の避難訓練で八幡川氾濫の際は避難できない。地区の公民館に避難か？ 

小林：9月 15日（日）認知症関連で場所押さえた。防災研修会と後日調整要す。 

   昨年度の認知症フェアを東公民館で開催したが狭かった。競艇場検討中。 

   

   ２ 各部会事業計画、予算・・・各部会長 

１）つなごう部会・・・北村部会長 

  平成 31年度 予算計画 

新事業名 旧事業名 実施予定 金額 備考 

中学生企画イベント 花とこころのまちづくり 8月 12月 150,000 プール、ハロウィン 

駅前イルミネーション 

お正月企画イベント みんなで凧揚げ 1月 50,000 どんど焼き 

スポーツ交流イベント G.ゴルフ 12月 50,000  

東西綱引き合戦 東西綱引き合戦 7月 20,000 ふるさと祭りコラボ 

×事業取り止め 文化講演会（らくご）  0  

陽信孝氏講演  4月 30,000 まちづくり総会後 

合計   300,000  

 

意見； 

友松：まち協らくごは育成協が発端で開始。子どもの参加を期待したが、実施はお年

寄りの行事。 

白澤：目的は落語を通して、子どもとお年寄りのつながりを期待したが、実態はそう

なっていない。（子どもの参加がない。） 

友松：予算上、つなごう部会全体予算 300,000円に対し 150,000円は厳しい。 

※今年度の「まち協らくご」は見合わせる。 

平山：中学生の企画意見は大切にしたい。是非実現したい。 

金子：生徒が企画し実現したことで成功体験を次回につなげたい。 
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 （４）その他 

   ・ふるさと祭り 七夕祭りは今年度はどうする？ 

    ２９年度は雨天での片付け大変だった。 ３０年度櫓の周りのみ。 

    できれば七夕祭りは飾りたい。 

 

 

以上 

 

                              議事録作成 

 事務局長 竹下 明生 

 

 

議事録署名人    森下 博幸  ㊞ 

 

議事録署名人    牛島 朗美  ㊞ 


